こう 釘 を さした の は、 大和が 目当ての 言葉であった _ 

彼 は バク才 にたけ、 あらゆる インチキの 名人だった。 

碁 将棋まで 達者な もの だ。 しかも 一方的な 勝ち 方 をせ 

ずに、 勝ったり 負けたり 巧妙に バク才 を 隠して、 結局 

小さく 負けて 大きく 勝つ。 いつも 最後に 勝って いるの 

は 大和で あるが、 いかにも 際どい 勝負に 持ち こんで お 

くから、 腕の 相違が 悟られずに、 今もって カモ になる 

者が 多かった。 

航海 も 日数 経て、 女が いる だけ、 無聊に 苦しむ と始 

末に こまる。 大和が 誘いの 水 をむ けて、 

「ナ 二、 真珠 を 賭け なきやい、 じ やない か。 いつもの 



一般 は 小形で ある。 以上の 袋 真珠に 比して 筋肉 真珠 は 

形 も 光沢 も 悪く、 殆ど 宝石の 価値 を 持たない もの だ。 

しかし、 いかな 白 蝶貝の 老貝 とはいえ、 どの 貝から 

も 真珠が とれる と いうよう な ザラに 在る もので はない 

ので ある。 しかし 白 蝶貝 は、 真珠が なくと も 貝殻 自体 

が 装飾品と して 相当の 値 (今の 値で 千 五 百 円、 二 千円 

ぐらい か) で 売れる ので ある。 

昇 龍 丸が 発見した 海底の 真珠貝 は、 貝殻 も 巨大で あ 

るが、 真珠の 含有率 も 甚だ 良好であった のみならず、 

良質の 真珠が 多く、 畑 中の 指が 銀白色 の 真珠 をつ まみ 

だすた びに、 期せず して 一 同の 口から 歓声が あがった。 



痛 はなくな つ てし ま つ た。 

積み， J ん できた 食糧 や 水 の 用意が 心細くな つていた。 

しかし 清 松 を ふかさなければ ならない ので、 畑 中 は 一 

同が 帰国 を 急ぎた がるの を 制して いたが、 五日す ぎて 

清 松の 身体に 肩の 痺れが 残って いる だけ、 もう 水中へ 

降 さなく とも 自然に 全治す ると 分った ので、 いよいよ 

出帆、 帰国と きめる。 その 晚は酒 を 配って 長々 の 収穫 

を 祝う。 

「さて、 明日 は 一同に 真珠 を 分配す るぜ。 まったく 木 

曜島 あたり じゃァ 想像 もっかな いような 大 収穫 だ。 帰 

国の 途中に は 広東 や 杭 州な どの シナの 賑やかな 港に よ 



吉と清 松 夫婦 は 各々 一 室 を 占め、 それまで 一 室 を 占め 

ていた 今 村 は 竹 造との 同居 を 余儀なく せしめられ てい 

る。 彼ら は 便所な ども 他の 船員と は 別個の もの を 使用 

し、 全く 両者 は 分離され た 生活 を 営んで いた。 船員た 

ち は 船長室の 前 を 通らなければ 奥の 三 室へ 赴く ことが 

不可能であった。 もしも 船長が その 廊下に 鍵 を かけれ 

ば 何人も 彼らの 生活に ふれる こと はでき な いので ある _ 

畑 中 は 水火 をく ぐって きた 豪の者、 五十嵐が 大力の 乱 

暴 者で もビク ともす るよう な 者で はない。 

「女 を まわせと は 何事 だ。 かりそめに もこの 畑 中が お 

預 りした 客人、 お前ら の 手の 届く もので はない ぞ。 こ 



の 船中に 女な ど は 居ない と 思う がよ い」 

しかし 五十嵐 は 尚 も 執念深く キンに すり 寄ろうと す 

るから、 畑 中 もた まりかね て 襟首 をと つて 突きとば す _ 

武道に 達して いるから、 五十嵐 は 一 たまり もな く 廊下 

の 外へ ケシ 飛んで、 恨めしげ に 起き 上り、 

「よくも やった な。 いつまでも 貴様の 一人占め にさせ 

てお くもの か。 ォレ にも 覚悟が ある。 覚えて いろ」 

捨て ゼリフ を 残して 立ち去った。 

「酒 を 飲ませる と、 すぐ これ だから 困った もの だ。 し 

かし 今夜で あらかた 飲み ほして しまう から、 明日から 

はこん な こと も あるまい。 又 来る とうる さいから、 お 



キンさん は 先に ひきと つ て カギを かけて 休みなさい」 

キン を ひきとらせて、 男 だけで 益々 メ —， ^ルを あげ 

る。 畑 中 とても 男、 何 ヶ月 もの 独身生活の 味気な さ、 

なまじ 触れられぬ 女な ど は 目先に 居ない 方が 清々 と 

酔っ払えよう という もの だ。 

そこへ 再び ドャ くと 跫音 がして、 五十嵐 を 先頭に 

四 五名の 水夫が なだれこんだ。 畑 中 は 素早く ヒ キダシ 

の ピストル を とりだして 構えながら、 

「ォレ も 船長 をつ とめて 久しい が、 こんなに 手数 を か 

ける の は 貴様 だけ だぞ。 場合によ つ て は 射ち 殺す から、 

そう 甲 3 え」 



が 与えて あるの だろうと 思えば ヮケが 分らぬ こと はな 

ヽ/ J フ、 

レ 力ら 

「実は 足 かけ 四 年 前の ことから 申 上げない と 分つ てい 

ただけ ない のです が …… 」 

と、 昇 龍 丸の 秘密 を 一 切 うちあけて 語った。 キン は 

言葉 を 改めて、 

「さて、 本日お 願いに 上り ましたの は、 ほかで も ござ 

いません。 帰郷 以来、 私の 不在 中に 留守宅 を 家 探しす 

る 者が ありまして、 今までに、 たしか 五 回、 同じ こと 

を やられた ので ございます。 奇妙に 一 物 も 盗まれて お 

りません が 仏壇の 奥から 米 ビッの 底まで ひッ かき 廻し 



て 参ります。 誰かが 盗まれた 真珠 を 探して いるの かと 

思いまして、 トクさん や 竹 造 さ ん にお 訊きし ますと、 

あの方々 のと ころで は、 そういう ことがない とのお 話 _ 

私 だけが 家 探し をう ける イワ レが 分らない ので ござい 

ます。 主人が 生きて おれば とにかく、 行方 知れず です 

もの、 私の 家 こそ 特別 家 探し を 受けない のが 当り前と 

申せましょう」 

キン は 帯の 間から 一 通の 手紙 を とりだして 新 十郎に 

見せた。 

手紙の 差出人 は 大和で ある。 新橋の 某楼に 於て 昇 龍 

丸の 犯人 探しの 会 を 開く から 出席され たい。 当日の 出 



平が 姿 を 現さない。 五十嵐が 大きな 声で、 

「犯人 探し をして ォレに 犯人 を 教えて くれる と は 大和 

にして は 出来す ぎた 親切 だが、 どうも、 そこが 臭い じ や 

ないか。 ォレに 犯人 を 教えて くれれば、 相手次第 では 

大 そう ュスリ の 役に立つ からな。 どうも 話が うます ぎ 

らァ。 もう 二 時間 も 遅れて いるが、 大和 は 来ない ぜ。 

, J こに は 何 か 曰くが あるら しいな」 

悪党の 勘で ある。 五十嵐 はしばし 考えて いたらし い 

，、ゝ 、 

力 

「ザッ クバランに きくが、 この 中で 誰か 犯人に 心当リ 

の ある 者が いるかい」 



誰も 答えない。 

「そうだろう。 ォレ にも てんで 心 当りが ねえ や。 そこ 

で、 もう 一 つ 訊く が、 大和の 奴が 犯人 を 知って ると 思 

う 心 当りの 人 はいる かね」 

それに 答えた の は 金 太であった。 

「これ を こ- J で 言う の は 辛い が、 大和が し つ こく 訊く 

もので、 教えて やった ことがある。 しかし、 これ はォ 

レ に も 確か に 犯人 だと 心 当りが ある ことじ ゃァ ない の 

でな。 知っての 通り、 ォレは 酒に は 弱い 男 だ。 あの 晚 

はいくら も 飲まぬ うちに 苦しくな つて、 真ッ 暗な 甲板 

へあがって、 ゥ トウ ト ねこんで しまった。 人の 気配に 
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